











































































痙剤の有無と種類」の 3 因子とガスコン水の量別の 2 群
間の比較については二元配置分散分析を用い、有意差水









80ml、180ml」は80mlを 0 、180mlを 1 、「生検の有無」
「色素検査の有無」はなし 0 、あり 1 、「性別」は男性 0 、
女性 1 、「鎮痙剤使用の有無及び種類」は、使用なし 0 、
ブチルスコポラミン臭化物 1 、グルカゴン 2 、l-メン
トール 3 、「施行医師」は 5 年未満 0 、 5 年以上10年
未満 1 、10年以上 2 とした。






























































































　 　80ml群、180ml群の 2 群間で生検あり、なしで検査
時間の比較を行った。生検ありの各群の平均検査時間











師の経験年数は10年以上、 5 年以上10年未満、 5 年未















全対象者 358（192:166） 63.7 ± 15.2 120（67:73） 234（133:101） 73（35:38）
80ml 群 198（111:87） 64.2 ± 15.6 67（40:27） 131（77:54） 29（12:17）





生検の有無 0.201 20.93 31.2-113.6 ***
施行医師別 0.181 3.42 3.1-16.6 **
鎮痙剤別 0.154 9.28 4.2-40.8 *
年齢 0.04 0.46 -0.55-1.27 n.s
性別 -0.09 14.8 -53.9-4.34 n.s
色素検査 0.03 20.43 -26.2-54.1 n.s
ガスコン水 -0.04 14.94 -40.0-18.7 n.s
　　　　　重回帰分析 ( ステップワイズ法 )***p<.001**p<.01*p<.05































80ml 群 180ml 群
例数（名） 検査時間（秒） 例数（名） 検査時間（秒）
生検あり 64 491 ± 242 55 503 ± 180
生検なし * 134 395 ± 132 105 392 ± 130

















a 10 年以上 392 ± 151（13）  334 ± 97（14） 326 ± 134（28） 403 ± 147（23）
b 10 年以上 370 ± 176（3） 239 ± 25（6）
c 10 年以上 243 ± 33（12） 263 ± 104（3）
d 5 年以上10 年未満 293 ± 107（6） 393 ± 167（5） 395 ± 136（43） 403 ± 147（28）
e 5 年目以上 10 年未満 359 ± 168（9） 295 ± 91（7）
f 5 年目以上 10 年未満 429 ± 120（28） 453 ± 91（16）
g 5 年未満 485 ± 99（18） 430 ± 110（13） 427 ± 119（63） 426 ± 117（54）
h 5 年未満 440 ± 131（29） 422 ± 124（31）









鎮痙剤なし 605 ± 324（21） 524 ± 171（18）









鎮痙剤なし 452 ± 136（47） 427 ± 128（39）
鎮痙剤あり 378 ± 134（87） 357 ± 115（66）
　二元配置分散分析　*p<.05
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